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２００９年度事業がスタートしました 
 ５月３日、２２名の委任状及び２４名のご参加をいただき、2009 年度総会を無事に終える事が出来まし

た。ありがとうございました。今年度もどうぞよろしくお願い致します。 

 

上世屋で上映会を開催しました 

 

 

 

 

 

 

■□活動報告□■

【主催】農から食までプロジェクト～伝統食をまなぶ 
 

 

 

 

           福田彩（京都府立大学） 

生まれて初めて豆腐を作りました。 

 私はいつもスーパーで豆腐もおからも豆乳も買

います。それらが同じ大豆からできているというこ

とは頭ではわかっていましたが、豆腐を作る工程で

それらが出来上がっていくのを目の当たりにして

「ああ、なるほど」と感心してしまいました。ミキ

サーにかけてどろどろになった大豆を煮て、しぼり

袋でしぼると、豆乳とおからができる。その豆乳に

にがりを加えると、汁がオラオラしてきて（おばあ

さんはこう表現していました）、布を敶いた型に流

すと豆腐ができる。実際に体験してみないとわから

ないことがたくさんあると感じました。 

 指導してくださった千代子さんの教え方は本当

におおざっぱで、分量も適当です。きっと長年の経

験によって体に染み付いた感覚があるのだと思い

ました。その時の分量や火の加減によって臨機応変

に対応していきます。しかし、始めのミキサーがけ

が足りなかったことや水の量が多かったことなど

から、にがりをたくさん入れてもなかなか豆腐が固

まらず、さすがの千代子さんも困ってしまったよう

でした。それでも何とか無事に豆腐が完成したとき

はとても感動しました。自分たちで作った豆腐は、

大豆の味も濃く、とてもおいしかったです。そして、

粒の大きなおからも良いお土産となりました。 

 また、今回使用した道具の使いやすさも強く感じ

ました。しぼり袋の口が広く、桶にすっぽり収まっ

たことや、混ぜたりおからをしぼるときに使った棒

の握りやすさ、豆腐の型の使いやすさが印象的でし

た。豆腐を作るために道具を作り、その使い込まれ

た道具によって豆腐作りが続けられてきたのでし

ょう。それを体感できたことはとても良い経験とな

りました。 

 そして、豆腐作りの手順はとても単純だったので、

ちゃんとした道具はありませんが、家でもまた作っ

てみようと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「里山ネットワーク世屋」は世屋地区の魅力ある里山風景

を後世に引き継ぐことを目的とした NPO 法人です 

NEWS LETTER No.23 
2009 年 6 月 25 日 

ニュース      レター 

日時：２００８年１２月１１日（木）そば打ち、１２日（金）豆腐 

参加者：福田彩、水島真、佐藤宏弥、溝口喜順、丹羽建二、磯田有美恵 

講師：小川達雄氏（上世屋）、大江千代子氏（上世屋） 

 

 

 

 

６月１２日に上世屋自治会・松尾自治会主催、里山ネットワー

ク世屋協力のもと、上世屋公民館にて映画「天国はまだ遠く」の

上映会がおこなわれました。昨年秋に一般公開された映画ですが、

撮影場所になったにも関わらず、ほとんどの住民の方々が見てお

られないとの現状から「村のみんなで観たい！」と開催されまし

た。上世屋・松尾住民を中心に２７名の参加がありました。 
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日時：２００９年３月２１日（土）～27 日（金）    

参加者：安野真由（京都）、下村あかり（山口）、大澤茜（東京）、山浦和徳（長野）、角田佳奈美（神奈川）、吉井久乃（ﾅｲｽ） 

作業指導・協力：小川雅道氏、井之本泰氏、坂田正美氏、上世屋のみなさま 

【受け入れ】田舎で働きたい～ナイス（日本国際ワークキャンプセンター）共催 
 

 

 

 

 

 

３月に農林水産省農村活性化人材育成派遣モデル事業として

NPO・NGO 日本国際ワークキャンプセンター（ナイス）と共催で

「田舎で働き隊」の受け入れを行いました。田舎暮らしに興味のあ

る若者５名がぶーたんに１週間滞在しながら以下のような作業を

してくれました。 

３／２１（土）集合、オリエンテーション 

３／２２（日）上世屋散策、ぶーたんの雪囲い撤去、交流会 

３／２３（月）棚田の整備作業、餅つきと座学 

３／２４（火）ぶーたん片付け、大豆の殻とり 

３／２５（水）雪囲い撤去、ぶーたん片付け、大豆殻とり 

３／２６（木）ぶーたん片付け、大豆殻とり、交流会 

３／２７（金）反省会、解散 

 

 参加者達にとっては初めてだらけの作業をよく頑張ってくれま

した。お陰さまでぶーたんもすっきりと大分片付きました。二日に

わたる断水や雪など予想外の事も起こる中で、１週間のぶーたん滞

在を振り返ってくれました。 

① 楽しかった思い出は？ 

・メンバーと村の人に出会えてよかった。 

・村の方との交流やメンバーと過ごす時間が楽しかった。料理も毎

回おいしく食べれた。いい写真が撮れた。 

・日本の田舎というものを尐し理解できた。食べ物の大切さを実感

した。農業の大変さが理解できた。 

・村の人たちの優しさやあたたかさを心から感じられた。 

・大豆からつくったおから＆豆乳のおいしさに感動した。大豆が若

い時は枝豆だという事実にも驚いた。 

 

② 世屋に対して感じたことは？ 

・街から尐し登っただけで、こんな集落があって不思議な所だと思

った。 

・昔ながらの生活と自然が残り、素敵な所。とても落ち着いた。 

・限界集落なのに、人々はこの村を愛して村を守ろうとしていると

ころが良かった。尐人数だからこそ団結していて、強い集団だと感

じた。自給自足は素晴らしい。 

・都会にはない人とのふれあいがあり、交流があり、素敵な人がい

て・・・また来たい。 

・私の祖母よりも年上の方が元気に生活している姿は素晴らしい。

街にはない温かさがある。限界集落といわれる状態で（村を）維持

していくのは難しいと思うけれど、残っていったら良いと思うし、

たくさんの人にこの場所が伝わったらすごく素敵だと感じた。 

 

③ これかれの自分へ。 

・世屋での出来事を友達やまわりの人に語ります。 

・自分の村も多くの問題があるが、見習っていい地域を目指したい。 

・ご飯を大切にする。日本の都市の農村化の関係、自給率の問題に

ついてしっかり考えるようにする。 

・自分の視野の狭さに気づかされ、心の広い人間になりたい。 

・食の大切さや自然との共存を忘れたくない。新鮮な気持ちのまま

色んなことにチャレンジしたい。 
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【受け入れ】香港教育大学、グループワークキャンプ in 世屋 
 

 

 

 

 
 桜の咲いた頃、NGO・NPO 日本国際ワークキャンプセンターとの共催でワークキャンプを開催しました。

香港教育大学の学生１２名、日本人２名が二週間ぶーたんに滞在しながら、ぶーたん横の崩れた蔵の解体、

上世屋公民館・慈眼寺の雪囲い撤去と溝掃除、農家手伝いなどを行いました。作業の他にも岩滝の小学生

との交流、山菜摘み、お花見、ばら寿司作り、餅つき、たこ焼きなどを行い、地域の住民・自然とのふれ

あいを学び、世屋での暮らしを満喫しにぎやかな二週間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受託】緊急雇用対策～棚田の再生整備 
 

 

 ４月～５月に、宮津市から受託事業として棚田の再生整備を行った。新たに男性７名を雇用し、上

世屋のワイヤーメッシュ（イノシシ柵）の設置、農道の整備、草刈り、松尾の溝掃除等を行った。 

日時：２００９年４月４日（土）～１８日（日）      

参加者：石黒智絵（ナイススタッフ）、椿原誠（福岡）、 ドリス、キャシー、トレイシー、ポリー、ピザ、ベラ、ピン、 

      ベス、シンディー、ジェシカ、ホワイトピッグ、アンソン（香港教育大学学生１２名） 

作業指導・協力：小川雅道氏、井之本泰氏、坂田正美氏、溝口兵一郎氏、溝口喜順氏、小林康司氏、 

木村ﾏﾙｼｵｺｳｲﾁ氏、上世屋のみなさま 

 

 

 

日時：２００９年４月２０日（月）～５月２９日（金） うち２１日間 

 

 

 
▲学生が準備した遊びに子どもたちは 

おおはしゃぎ（学校跡にて） 

 
▲蔵は掛声かけてロープでひっぱり崩した 

 
▲地域の方々とのふれあいから〝自分の国〟 

の農業や田舎に目を向けたいという学生達 
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■□イベント・会議のご案内□■  

 

６／２８（日）１３：００－１６：００ 

「婆爺ニア演芸会‘09」＠畑地区 
 ふるさと会議世屋主催による演芸会。地域住民に

よる出し物や、桂文華氏による落語独演会、世屋地

区の写真展、特産品直売などが行われます。ご家

族・お友達お誘い合わせのうえご参加ください。ぶ

ーたんでも券の販売を行っています。 

場所：旧畑小学校講堂・畑地区公民館 

鑑賞料：１，０００円（前売りのみ） 

 

７／４（土）１５：００―５（日）１２：００ 

「世屋日和～米をつくる人編」 
昨年から農家と共同で始めたお米販売。「世屋の

お米」生産者と消費者が集い、交流、情報交換、意

見を交わす「つながり」作りを目的にした一泊二日

のプログラムです。他地域での米販売の現状を知っ

たり、農業手伝いを通して地域や農家の現状を知る

機会になればと思います。もちろん「世屋のお米」

を食べてない方も大歓迎。 

内容：４日 りょうし料理と丹後のおいしい夕べ 

５日 松尾たんぼ散策とﾁｮｲ百姓になる 

宿泊：里山ネットワーク世屋事務所 

参加費：大人３，５００円 

（日帰り ２，０００円） 

持物：お泊りｾｯﾄ、寝袋（ﾚﾝﾀﾙあり）、着替え、帽子、

ﾏｲﾎﾞﾄﾙ、お酒類・飲物（４日夜分は持寄りでお願い

します） 

問合せ・申込み：事務局 磯田 

７／８（水）１３：００－１４：００ 

祇園祭ササ刈り会議＠ぶーたん 
 今年も８月２０日頃から笹刈を行うための打ち

合わせを行います。昨年度の反省、今年の体制づく

りについて話し合います。目標の２００万枚のため

には刈り手、運び手まだまだ募集中です。世屋以外

でも取組に興味があるという人・地域があれば、ぜ

ひ紹介をお願いします。 

 

７／１５（水）１９：００－２０：００ 

全体運営会議＠ぶーたん 
活動の現状報告や企画を行う場として２ヶ月ご

とに運営会議を行います。理事、事業担当者だけで

なく会員は誰でも参加できる情報交換の場です。ぜ

ひご参加ください。理事および事業担当者で参加出

来ない方は事務局までご連絡ください。 

内容：４～６月報告、７～９月活動計画づくり等 

 

８／８（土）１０：３０－１２：００ 

「上世屋合同草刈り」 
 毎年恒例となっている丹後村おこし開発チーム

と NPO 美しいふるさとを創る会との合同草刈り。今

年もお盆前に学校周辺をきれいにしましょう。 

持物：軍手、帽子等の暑さ・日焼け対策、草刈り機

や鎌など草刈出来る道具 

備考：草刈り機用混合油はこちらで準備します。 

 

 

■□お知らせ・お願い□■  

 

お風呂が整備されました 
 （株）飯尾醸造の資金支援と梅本悦二理事の全面協力により、ぶーたんのお風呂場が整備されました。

脱衣場も出来て、明るいお風呂場になりました。ありがとうございました！これからも会員のみなさんに

活用してもらいながら、さらなるぶーたん整備を進めていきたいと思います。 

 

ぶーたんに売り場ができました 
 世屋のおみやげにと、ぶーたんの売り場を新設しました。尐しずつ商品陳列が進んでいますが、常温で

保存できる食べ物や本など世屋地域にかかわる商品を集めています。よろしくお願いします。 
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